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議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）

令和４年第５回臨時会（11月29日） 議案・審議・議決結果

令和４年第４回定例会（12月６日〜8日） 議案・審議・議決結果



議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

令和５年第１回臨時会（１月20日） 議案・審議・議決結果

議案第５７号 令和４年度伊仙町一般会計補正予算（第６号）に
対する附帯決議

●対象予算
・内　容：直売所「百菜」の指定管理を受けた前百菜 
　　　　　運営者及び現百菜運営者による引き継ぎの 
　　　　　際に生じた立替金。
・予算額：15,716,000円

●留意事項
　　これまで議会において多くの議論が交わされ、ま 
　た特別委員会も設置されたが、結論が出されぬまま 
　これまで経過してきた経緯がある。
　　当該予算の執行にあたっては、町監査委員による 
　再精査を行い、これ以上疑義が生じないことを条件 
　として執行するよう求めるもの。

●監査報告
　　12月20日に監査が実施され、「適正に整理され 
　ていることを確認した」との報告であり、その後予 
　算執行された。

※附帯決議とは・・・可決された案件に対し、要望や留意事項を述べるために提出されるもの。

直売所「百菜」
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対
し
70
％
、
県
に
お
い
て
15
％

を
補
填
す
る
流
れ
に
な
っ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
、
11
月
29
日

の
臨
時
会
に
お
い
て
、
農
家
支

援
と
し
て
３
，
５
０
０
万
円
を

計
上
し
可
決
さ
れ
て
い
る
。

農
家
支
援
等
に
つ
い
て

国
よ
り
示
さ
れ
た
肥
料
高

騰
対
策
支
援
事
業
の
内
容

と
、11
月
25
日
に
義
名
山
総
合
体

育
館
で
実
施
さ
れ
た
農
家
説
明
会

へ
の
参
加
人
数
と
質
問
及
び
要
望

等
に
つ
い
て
問
う
。

（
経
済
課
長
）

肥
料
高
騰
対
策
支
援
事
業

の
内
容
と
し
て
、
本
年
肥

料
価
格
が
相
当
高
騰
し
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
対

策
と
し
て
国
及
び
県
が
事
業
を

発
出
し
て
お
り
、
国
に
お
い
て

は
、
肥
料
の
コ
ス
ト
増
加
分
に

　

農
家
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

約
１
８
０
名
の
参
加
が
あ
り
、

農
家
が
本
事
業
を
受
け
や
す
く

す
る
た
め
に
、
簡
単
に
取
組
み

が
行
え
る
よ
う
メ
ニ
ュ
ー
を
作

成
し
説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
中

で
農
家
か
ら
は
、
来
年
も
継
続

し
て
実
施
す
る
の
か
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
は

国
か
ら
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
回

答
は
出
来
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。

糖
業
振
興
会
事
務
運
営
で

の
問
題
事
項
及
び
採
苗
作

業
体
制
維
持
に
向
け
て
改
善
等
が

な
さ
れ
た
の
か
。ま
た
、さ
と
う
き

び
作
付
面
積
確
保
に
向
け
て
の
取

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

（
経
済
課
長
）

採
苗
作
業
の
体
制
に
つ
い

て
、
採
苗
班
が
採
苗
作
業

実
施
後
、
請
求
か
ら
振
込
処
理

を
完
了
す
る
ま
で
相
当
時
間
が

か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
春
に
向

け
て
、
早
急
に
請
求
を
提
出
し

て
も
ら
う
よ
う
、
事
務
処
理
の

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

作
付
面
積
確
保
に
つ
い
て
、

本
年
夏
植
え
に
お
い
て
は
補
助

率
を
大
幅
に
増
加
し
、
作
付
け

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

町
内
幼
稚
園
及
び
保
育
園
に

つ
い
て幼

稚
園
の
給
食
提
供
に
向

け
た
取
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

（
教
育
長
）

現
在
、
伊
仙
小
学
校
、
面

縄
小
学
校
に
幼
稚
園
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
幼
稚
園
児

へ
の
給
食
提
供
を
考
え
る
と
き

に
、
給
食
コ
ン
テ
ナ
の
設
置
場

所
と
幼
稚
園
児
が
給
食
を
食
べ

る
場
所
を
小
学
校
の
施
設
で
確

保
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
課
題
と
し
て
コ
ン
テ
ナ
や
食

器
・
食
缶
等
の
準
備
や
調
理
員

の
増
員
も
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
環
境
整
備
を
進

め
、
令
和
6
年
度
か
ら
給
食
提

供
が
出
来
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

幼
稚
園
の
給
食
費
無
償
化

及
び
保
護
者
等
へ
の
要
望

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
問

う
。

（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
現

段
階
で
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
給
食
提
供
に
向
け
て
保
護

者
等
へ
の
周
知
の
観
点
か
ら
も

必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
時
期

を
考
慮
し
な
が
ら
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）

　

今
年
よ
り
小
中
学
校
で
給
食

費
が
無
償
と
な
っ
た
が
、
そ
の

際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
効
果
検
証
も

進
め
な
が
ら
幼
稚
園
の
給
食
費

無
償
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

令
和
４
年　
第
３
回
定
例
会

問答

大河　善市 議員

答

問答

肥料価格高騰対策事業農家説明会のようす

問

問答

伊仙幼稚園
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　　　　　　　　 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
の
現
状
に

つ
い
てマ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
登

録
を
す
る
こ
と
に
よ
り
ど

の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の
か
問

う
。

（
く
ら
し
支
援
課
長
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
る
利

点
と
し
て
、
本
人
確
認
及
び
個

人
番
号
の
確
認
が
で
き
る
唯
一

の
証
明
カ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
が

一
番
大
き
な
利
点
で
あ
る
。
医

療
保
険
証
と
し
て
使
用
で
き
る

こ
と
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
で
住
民
票
、
印
鑑
証

明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
公

的
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
、
他
県
や
別
の
市
町
村
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。

　

伊
仙
町
に
お
い
て
は
、
令
和

５
年
度
中
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
交
付
が
可
能
に
な

る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
会
社
等
と

契
約
を
し
て
運
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

（
総
務
課
長
）

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
交
付
が
可
能
に
な
る

よ
う
に
、
当
初
予
算
等
に
揚

げ
、
早
急
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
対
応
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

一
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ
状
況

に
つ
い
て一

歳
未
満
児
の
保
育
園
入

園
が
難
し
い
状
況
に
あ
る

よ
う
だ
が
、各
園
の
受
け
入
れ
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、ま
た

保
育
士
確
保
に
対
し
町
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
問

う
。

（
子
育
て
支
援
課
長
）

一
歳
未
満
児
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
は
、
各
保

育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
と
も
定

員
を
満
た
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
各
保
育
園
、
認
定

こ
ど
も
園
の
実
情
と
し
て
は
、

保
育
士
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
対
応
と
し
て
年
度
途
中
で

一
歳
に
な
っ
た
際
、
ゼ
ロ
歳
児

ク
ラ
ス
か
ら
一
歳
児
ク
ラ
ス
へ

移
す
な
ど
の
ゼ
ロ
歳
児
を
受
け

入
れ
る
体
制
づ
く
り
を
実
施
し

て
お
り
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど

も
園
と
し
て
も
待
機
児
童
ゼ
ロ

へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
、
厚
生
労
働

省
の
定
め
た
子
育
て
支
援
員
研

修
事
業
の
実
施
等
を
含
め
、
子

育
て
支
援
員
の
増
加
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
総
務
課
長
）

  

一
歳
未
満
児
の
入
園
に
つ
い

て
、
子
育
て
支
援
課
、
保
育
所

等
と
密
に
連
携
を
取
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
園
へ
均
等
に
振
り
分
け

を
行
い
、
待
機
児
童
が
出
な
い

よ
う
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
保
育
士
確
保
に
お

い
て
奨
学
金
制
度
や
試
験
旅
費

助
成
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も

予
算
が
伴
う
た
め
、
前
向
き
に

一
番
ベ
ス
ト
な
形
に
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

　

本
土
の
保
育
士
と
の
給
与

格
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い

た
め
、
例
え
ば
町
か
ら
給
与
補

填
す
る
と
い
う
条
例
を
作
成
す

る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
政
策
と
し
て
給
与
補
填
と

い
う
も
の
が
あ
れ
ば
介
護
士
等

も
同
じ
よ
う
に
色
々
な
条
例
を

作
り
人
口
減
少
対
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
た

め
将
来
の
た
め
の
予
算
づ
け
を

一
刻
も
早
く
行
い
た
い
。

問

答

井上　和代 議員

答

問

マイナンバーカード申請受付中の伊仙町役場

幸徳保育園 わかば認定こども園
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　　　　　　　　 大
久
保
町
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て伊

仙
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
使

途
不
明
金
の
件
に
つ
い
て

問
う
。

（
経
済
課
長
）

本
人
と
連
絡
を
取
る
こ
と

が
で
き
、
土
地
等
の
売
買

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
直
接

面
会
を
し
て
協
議
を
重
ね
解
決

に
向
け
て
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

多
世
代
交
流
機
能
拡
張

備
品
購
入
事
業
に
お
け
る

備
品
未
納
問
題
の
件
に
つ
い
て
問

う
。

（
社
会
教
育
課
長
）

こ
の
件
に
つ
い
て
は
司
法

の
場
で
進
め
て
お
り
、
11

月
21
日
に
弁
護
士
と
民
事
委
任

契
約
を
締
結
し
、
裁
判
所
に
お

け
る
調
停
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
月
返
済

も
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

糖
業
振
興
会
に
お
け
る
使

途
不
明
金
の
件
に
つ
い
て

問
う
。

（
経
済
課
長
）

４
月
25
日
に
徳
之
島
警
察

署
に
お
い
て
告
訴
状
が
受

理
さ
れ
、
現
在
も
継
続
し
て
捜

査
が
続
け
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
８
月
５
日
に
鹿

児
島
地
方
裁
判
所
名
瀬
支
部
へ

訴
状
の
提
出
を
行
い
、
直
近
で

は
３
回
目
の
口
頭
弁
論
が
開
か

れ
る
予
定
で
あ
る
。

副
町
長
不
在
に
よ
る
町
政

運
営
へ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
と
考
え
る
が
、
今
後
の
副

町
長
人
事
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）現

在
、
副
町
長
不
在
に
よ

り
私
も
大
変
で
あ
る
が
、

総
務
課
長
は
相
当
大
変
な
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
も
副
町
長

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
早
急

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
人
選

に
関
し
て
は
、
他
自
治
体
を
見

て
み
る
と
、
県
や
民
間
企
業
か

答 問

美島　盛秀 議員

問問 答答

ら
招
聘
し
て
い
る
例
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
な
が
ら
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

教
育
行
政
と
闘
牛
文
化
の
関

係
性
に
つ
い
て

教
育
行
政
と
闘
牛
文
化
の

関
係
性
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
第
３
回

定
例
会
（
９
月
議
会
）で
前
向
き

な
答
弁
が
あ
っ
た
が
、そ
の
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

（
教
育
長
）

学
校
評
議
員
会
の
制
度
を

来
年
度
か
ら
学
校
運
営
協

議
会
に
変
更
し
て
運
営
し
て
い

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
ま

で
の
学
校
評
議
員
会
で
は
、
学

校
長
の
経
営
に
対
す
る
意
見
交

換
の
み
で
あ
っ
た
が
、
学
校
運

営
協
議
会
で
は
、
地
域
の
方
々

や
保
護
者
が
学
校
運
営
に
参
画

し
、
闘
牛
に
関
す
る
取
組
み
だ

け
で
な
く
、
先
人
た
ち
か
ら
学

ぶ
価
値
観
や
生
き
方
、
地
域
の

課
題
、
学
校
の
課
題
等
を
取
り

上
げ
て
提
案
し
、
協
議
し
た
内

容
は
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛

り
込
み
実
施
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

答 問

伊仙町堆肥センター

春植出発式のようす

闘牛のようす

答 問
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研修場所①：青森県西目屋村
　西目屋村は青森県南西部にあり秋田県との県境に位置しています。人口約1,200人の村で「白神山
地」が世界自然遺産登録されており、「世界自然遺産登録における取組」について研修しました。

研修場所②：青森県田子町
田子町は青森県最南端にあり南は岩手県、西は秋田県との県境に位置しています。人口約4,600人の
町で、主な農産物として水稲や葉タバコ、にんにくなどの栽培が行なわれており、「にんにくによる
産業振興」について調査・研修しました。

令和4年度 県外視察研修
～経済建設常任委員会～
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研修場所①：秋田県秋田市
　秋田市は、人口約303,000人、平成９年度より中核市となっています。秋田市は小中学生の学力テ
ストにおいて上位の成績を残しており、「学力向上に係る取組」について研修しました。

研修場所②：秋田県藤里町
　藤里町は秋田県の北端に位置しています。
　人口約2,600人の町で青森県西目屋村と同様で「白神山地」が世界自然遺産登録されており、「世
界自然遺産登録における取組」について研修しました。

※白神山地・・・秋田県北西部と青森県南西部にまたがる広大な山地帯の総称
　で、原生的なブナ天然林が世界最大規模で分布している｡

詳細につきましては、伊仙町ホームページをご覧ください。

令和4年度 県外視察研修
～総務文教常任委員会～

伊仙町HP
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　議会では町と連携し､面縄港を商業港にするために､国·県に対し要望活動を行っています。
　去る１月９日に､森山裕衆議院議員をはじめとした各関係省庁､約20名の方々が面縄港を視
察されました。

～要望内容～
面縄港施設整備について

　面縄港は、琉球王朝時代から徳之島の表玄関として繁栄した面影が残っており、本港の背後
圏となる伊仙町は、農業が主産業であり、サトウキビを主幹作物とし、その他馬鈴薯や輸送園
芸、近年生産力の向上が見受けられる畜産等を組み入れた農畜産業の複合経営が主体となって
います。
　また、新たな産業として、令和３年７月に世界自然遺産登録の島として観光産業に着目し、
活力あふれたたくましい地域の形成を目指しており、このような状況のもと伊仙町の産業発展
に対する流通拠点の役割が面縄港に求められています。
　さらに、町民の港、海に親しむ空間の形成等の要請も寄せられている為、何卒、様々な事情
を御考慮頂き、伊仙町のみならず徳之島全体の産業発展の飛躍に繋がるよう面縄港の施設整備
に係る御支援・御協力をお願い致します。

「面縄港」を商業港へ‼

〜塩田康一鹿児島県知事への要望活動のようす〜

〜面縄港を視察する森山裕衆議院議員〜



　令和４年２月13日（月）徳之島町生涯学習センターにおいて、徳之島三カ町議会議員大会が
開催されました。
　大会では、徳之島三カ町議会議員連絡協議会会長　行沢弘栄氏より開会のあいさつ、来賓あ
いさつでは、三町長よりあいさつがありました。
　次に、国政報告では、衆議院議員　三反園訓氏、保岡宏武氏より国政の報告があり、県政報
告では、鹿児島県議会議員　禧久伸一郎氏、寿はじめ氏による県政の報告がありました。

　提出議題審議では、「徳之島地区における無電柱化の推進について」を伊仙町議会経済建設
常任委員長　樺山一議員より提案され、採択されました。

　採択された案件は、第64回奄美群島市町村議会議員大会（知名町）においての提出議題とす
ることに決定いたしました。

議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 0 ）

～徳之島地区における無電柱化の推進について～
令和４年度　徳之島三カ町議会議員大会

行沢会長による開会あいさつ

三反園衆議員議員による国政報告

禧久県議による県政報告

祝辞を述べる大久保町長

保岡衆議員議員による国政報告

寿県議による県政報告

提案理由の説明をする樺山議員
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徳

之

島

町

・

天

城

町

・

伊

仙

町

市町村名 提　　　案　　　事　　　項

　　　徳之島地区における無電柱化の推進について

　（要旨）
　令和２年12月に閣議決定された「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化計
画」により国交省では、近年頻発する自然災害や高齢化等に、より一層対応するため令
和３年度を初年度とする新たな無電柱化推進計画を策定し、主に新設電柱を増やさな
い。また、緊急輸送道路の電柱を減少させる。徹底したコスト縮減を推進し、限られた
予算での実施延長をのばすこと。そして事業の更なるスピードアップを図るため、令和
７年度までに約4,000ｋｍの新たな無電柱化に取り組む計画目標を示されました。
 台風常襲地帯である奄美群島では、各地域において毎年台風による多くの被害をもたら
していますが、伊仙町においても平成30年台風24号では、住宅13棟の全壊、65棟の半
壊、137棟の一部破損や畜産牛舎の損壊、電柱倒壊による道路の封鎖をはじめ、高潮によ
る農地の浸食やさとうきびを中心とした農作物に甚大な被害をもたらし、国の激甚災害
に指定されました。水道や電気等のインフラは停止し、特に伊仙町におきましては発電
所からの距離が遠いため復旧までに１週間以上を要するなど、改めて安心・安全な町民
生活の実現を目指すための大規模災害に備えた対策強化を図るところであります。
 また、令和３年７月には念願でありました「奄美大島・徳之島・沖縄島北部及び西表
島」が世界自然遺産に登録され、今後見込まれる観光入込客へ対応すべく、より一層の
観光振興への取組みをはじめ、市街地の良好な景観形成を構築するためには無電柱化の
推進は必要不可欠であります。
 このようなことから、町民の生活の安定及び福祉の向上を図るための防災・減災、国土
強靭化の実現を目指し、徳之島地区における電力線、通信線をまとめた電線共同溝方式
による無電柱化の早期実現を要望するものであります。

　　　　　令和　５年　２月　１３日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳之島三カ町議会議員大会

畜産牛舎の損壊

電柱倒壊
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議会の動き

編
集
後
記議

会
広
報
編
集
委
員
会

　

町
民
の
皆
様
、
農
繁
期
に
入
り
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
馬
鈴
薯
等
の
収
穫
、
毎
日

の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
二
月
十
三
日
に
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
徳
之
島
三
ヵ
町
議
会

議
員
大
会
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

我
が
伊
仙
町
の
経
済
建
設
常
任
委
員
会
の
樺
山
委
員
長
が
、
本
年
五
月
に

開
催
さ
れ
る
奄
美
群
島
市
町
村
議
会
議
員
大
会
に
提
出
す
る
議
題
「
徳
之
島

地
区
に
お
け
る
無
電
柱
化
の
推
進
に
つ
い
て
」
の
説
明
【
私
た
ち
の
奄
美
群

島
は
台
風
常
襲
地
帯
で
あ
る
。
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
町
民
の
生

活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
の
実
現
。
】
を
行

い
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、
鹿
児
島
県
人
権
同
和
対
策
課
の
常
深
透
委
員
か

ら
「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
」　

～
人
の
心
に
思
い
を
馳
せ
て
～
の

演
題
で
講
演
が
あ
り
、
家
族
の
絆
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
の
絆
も
大
事

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
一
周
年
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
基
調
講
演
Ⅰ
「
世
界
自
然
遺
産　

徳
之
島
の
価

値
に
つ
い
て
」
基
調
講
演
Ⅱ
「
世
界
自
然
遺
産
と
徳
之
島
の
地
域
振
興
に

つ
い
て
」
の
他
に
徳
之
島
三
町
の
小
・
中
学
生
ら
の
学
習
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
徳
之
島
の
自
然
環
境
や
文
化
「
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
ゴ
ミ
の
分
別
を
し

た
と
き
に
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
の
缶
が
多
か
っ
た
」
「
道
路
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
に
も
落
ち
て
い
て
高
い
と
こ
ろ
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
と
予
測
さ
れ
る
」

「
ポ
イ
捨
て
を
す
る
大
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
「
私
た
ち
が
自
然

を
守
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
等

　

私
た
ち
大
人
が
ポ
イ
捨
て
し
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶
を
子
供
た
ち
が
拾
っ
て
い

る
と
い
う
こ
の
恥
ず
か
し
い
現
実
を
真
剣
に
受
け
止
め
て
、
先
人
た
ち
が
残

し
て
く
れ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
徳
之
島
、
様
々
な
分
野
の
方
々
が
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
成
し
遂
げ
た
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
の
徳
之
島
を
子
々

孫
々
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

世
界
的
に
も
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
の
社
会
活
動
や
日
常
生
活
が
再

開
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
年
五

月
以
降
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
「
結
核
」
な
ど
と
同
様

の
危
険
性
が
高
い
、
【
二
類
感
染
症
】
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

様
の
【
五
類
感
染
症
】
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
二
年
一
月
に

日
本
で
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
約
三
年
が
経
過
し
、
人
々
の
生
活
様
式

は
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
人
と
人
と
の
絆
や
思
い
や
り
の
心
は
、
今

も
昔
も
変
わ
ら
ず
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
町
民
の
皆
様
、
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
農
繁
期
を
安

全
に
乗
り
越
え
ら
れ
ま
す
よ
う
願
い
ま
し
て
、
私
の
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令和４年第４回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
　　動静期間：令和４年第３回定例会（９月14日）以降の分　

文
　
　
責
　
議
長
　
前
　
　
徹
志

委
員
長
　
　
　
　
牧
本
　
和
英

副
委
員
長
　
　
　
　
杉
山
　
　
肇

委
　
　
員
　
　
　
　
美
島
　
盛
秀

委
　
　
員
　
　
　
　
永
田
　
　
誠

委
　
　
員
　
　
　
　
久
保
　
　
量

月 日 行　事　名 場　所

９
月

27日 DININGOUT  TOKUNOSHIMA 徳之島リゾート

29日 ナチュラルファーム視察 熊本市

10
月

３日 議会全員協議会 委員会室

５日 ㈱デベロップ視察研修 伊佐市

６日 第12回全国和牛能力共進会 鹿児島大会 霧島市

７日 ㈱丸山喜之助商店 生ごみ堆肥化視察研修 日置市

12日 伊仙町地方創生効果検証委員会 中央公民館

16日 NTTデータとの意見交換会 徳之島町

17日 TTデータ ARC DAY（自動運転実証実験報告会） 旧農業高校

23日 第25回全国闘牛サミット協議会総会 宇和島市

26日 後期高齢者医療広域連合議員研修会 鹿児島市

月 日 行　事　名 場　所

11
月

８日 第40回離島振興市町村議会議長全国大会 東京都

９日 第66回町村議会議長全国大会 東京都

11日 後期高齢者医療広域連合議会定例会 鹿児島市

15〜
18日 伊仙町議会県外視察研修 秋田県・青森

県

21日 伊仙町戦没者合同追悼式 義名山神社

24日 奄美群島振興開発調査に係る説明
会及び意見交換会 奄美市

24日 奄美群島広域事務組合定例会 奄美市

29日 令和４年第５回臨時会 議事堂

12
月

２日 議会運営委員会 議会委員会室

６日 令和４年第４回定例会開会 議事堂

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

次回の定例会は３月です！

詳しくは議会事務局までお問い合わせください。　電話 ８６－３１１１（内線１６番）

※議会傍聴に関するお願い（新型コロナウイルス感染症対策）
　令和５年第１回定例会は、３月７日（火）からを予定しておりますが、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止のため、伊仙町議会では議会傍聴について、次
のとおり対応いたします。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

● 密集・密接を避けるため、傍聴を制限させていただく
　 場合があります。
● マスク着用（※各自で持参）を願います。
● 手洗い、手指の消毒を徹底してください。
 　（傍聴席入口に消毒液があります。）
● 咳エチケット、間隔を空けての着席にご協力ください。

※当日、熱（37.5度以上）のある場合や、体調不良（だるい、咳が出る等）の場合は傍聴をお控え下さい。

　なお、第１回定例会におきましても、「YOU TUBE LIVE」でのライブ中継や録画映像を
ご覧いただけますので、是非そちらもご活用ください。


